
 

 

  
一人暮らしで認知症の高齢者が、屋根工事を勧めら

れているようだ！ ～ 地域包括支援センターからの連絡相談 ～ 
 

 ◆ 被害内容 ◆ 【相談者 ケアマネジャー  契約者 80 代女性】 

一人暮らしで判断能力不十分な高齢者が、４日前に訪問販売業者からソーラー

システムの撤去工事を勧められ、その日のうちに撤去してもらいました。代金

（86,000 円）はその場で支払いましたが、「屋根部分に不具合があり工事が必要な

ので、後日、再訪問する」と言われたそうです。福祉現場の担当者も大変心配して

います。どうしたらいいでしょうか・・・・？   （県東部） 
  ● 対処方法 ●  

・ この相談では、ソーラ

ままとし、屋根工事に

っぱり断わりました。 

・ 介護関係者による見

未然に防ぐことができ

・ センターでは、屋根の

慎重に対応されるよう

・ 高齢者の見守りは、家

・ トラブルに気がついた

口や消費生活センター
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ソーラー撤去した

けど、次は屋根？

ーシステムの撤去工事についてはその

ついて、ケアマネジャー同席のもとにき

 

守りによって高齢者の消費者トラブルを

たよい事例です。 
リフォームに関する類似事例を紹介し、

助言しました。 
族や地域全体での連携が大切です。 
ら早く家族等に連絡し、市町村相談窓

に相談して下さい。 

やま (事務局：富山県消費生活センター )  

２－９２３３ (消費生活相談)  ０７６－４３３－３２５２ (金融相談) 
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